
～闘魂記～ 
「闘魂」･･･魂をもって闘おうとする気持ち 

西東京市立ひばりが丘中学校第２学年   

第 35 号 ２０２４年 4 月 8 日（月） 

学年目標 「自主・自立」 

 

「 卒業まであと 205 日。 」 

 

 進級、おめでとうございます。本日から１７０名の生徒が第２学年をスタートします。明日は入学式が行われ、

新入生１７６名が入学してきます。進級したばかりですが、中学校生活もあと２０５日です。昨年１年間は「責

任と根気」を学年目標に掲げ、約２００日近い中学校生活を過ごしてきました。 

第３学年に進級し、残り２００日近い中学校生活で、どのように成長していくのでしょうか。私たち第３学年

の教員は常に３年間を見通した教育を実践していくために、具体的に各学年の１年毎の学年目標を以下のように

設定しています。そして、今年度の学年目標は「自主・自立」です。２年間積み上げてきたことを自ら判断して

率先して行う姿勢（自主）を最上級生として示し、自らの力で自分の目指すべき道に進んでいける（自立）学年

をつくることが必要であると考えています。そのためにも学年一同、一枚岩となって生徒の成長を願い教育を実

践していきます。今年もどうぞよろしくお願い致します。 

 

＜学年目標＞ 

 

学      年 目   標 

第 ３ 学 年 「    自主・自立    」 

第 ２ 学 年 「   根気と責任   」 

第 １ 学 年 「 けじめと思いやり 」 

 

 第３学年目標 自主・自立  

 

「自主・自立」とは 

 

 ２年間積み上げてきたことを自ら判断して率先して行う姿勢（自主）を最上級生として示し、自らの力で自分

の目指すべき道に進んでいける（自立）学年をつくる。 

 

自主…２年間積み上げてきたことを自ら判断して率先して行うことができる。 

  自立…自らの力で自分の目指す道に進んでいけることができる。 

 

 ※細かい学年経営方針につきましては、学年保護者会で資料をお渡しすると共に、学年主任から説明をさせて

頂きます。 

 



＜学年教員の紹介＞ 

今年度、第３学年では新しく社会科の村上先生と産休・育児休業を終えて復帰した石崎先生をお迎えしました。 

学年主任・副担任 伊藤    大 保健体育科 

A組担任・進路指導主任 太田 陽一 技 術 科 

B組担任 長尾 ひかる 国 語 科 

C組担任 佐藤 善明 英 語 科 

D組担任 加藤 真百子 数 学 科 

副 担 任 石崎 美菜子 理   科 

副 担 任 村上   均 社 会 科 

IJ学級担任 渡邉 貴弘 数 学 科 

IJ学級担任 岡田 藍里 美 術 科 

＜4/10（水）の予定と持ち物＞ 

 １時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 

A 組 学 活 

自己紹介 

担任からなど 

学 活 

学級目標決め 

１学期の目標 

生徒手帳配布 

学年集会 

学年の先生方

からのお話 

学 活 

作文 

班編成 

教科書配布など 

B 組 

C 組 

D 組 

持ち物 ※筆記用具と教科書配布があるのでサインペンを持ってくる。 

※4/10（水）は給食がありません。給食開始は 11日（木）から開始となります。 

 

保護者の皆様へお知らせ 

4/27（土）に全校保護者会・学年保護者会・部活動保護者会が行われます。時程等は以下の通りになります。 

【全校保護者会】 

各教室のモニターにて配

信で実施。 

13:15~ 

13:30~ 

各教室で受付開始 

①校長挨拶    ②学校生活について  ③評価・評定について   

④修学旅行積立について 

【学級懇談】 14:00~ ①委員選出（ＰＴＡ）②学級担任より ③学級懇談 

【学年保護者会】 14:25~ ①学年主任より    ②学年教員紹介 ③学年会計 

【部活動保護者会】 

部活ごとそれぞれの教室

で実施。 

15:05~ ①部活動担当より  ②顧問挨拶     ③部活動経営方針 

・生徒カード（白のカード）       …住所や連絡先に変更があれば訂正し、4/10（水）までにご提出ください。 

・保護者引き渡しカード（黄緑色のカード）…住所や連絡先に変更があれば訂正し、4/10（水）までにご提出ください。 

・保健調査票（白厚）        

・結核検診問診票（白縦二つ折）           記入・訂正して 4/12（金）までにご提出ください。 

・心臓検診レポート（白横二つ折）※対象者のみ。 

なぜ闘魂記なのか？ 

 中学校生活３年間の最終的な目標は「自主・自立」です。１年生から積み上げてきたことを自ら判断して率先

して行う姿勢（自主）を最上級生として示し、自らの力で目指す道に進んでいける力（自立）をつけなくてはい

けません。「闘魂」はまさにその力をつけるにふさわしい言葉であると思います。何事にも魂をもって取り組み、

困難があっても闘い、乗り越えていく日々を刻み、たくましい「自主・自立」した生徒に育ってほしいという思

いが込められています。 

 


